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農林水産部畜産振興課長あいさつ
農林水産部畜産振興課長　梅 木  英 伸

　皆様方におかれましては、平素より畜産振興を通じて本県農業の発展にご尽力頂くとともに、

家畜伝染病の発生及びまん延防止にご協力を賜り感謝いたします。

　さて、家畜伝染病の発生状況ですが、高病原性鳥インフルエンザについては、令和 3年 11月

に秋田県で発生して以来、5月 15日時点で 13県 25例（うち 8例は令和 4年度）の発生が確認

されており、過去最大の発生規模となった令和2年度に引き続き、多くの発生が確認されました。

九州でも 2県 4例の発生があり、発生リスクが高い状況が続きましたが、幸いにも本県での発

生はありませんでした。また、北海道や東北地方では野鳥でのウイルス検出が 4月以降も数多

く確認され、カラス、キツネ、タヌキ、といった渡り鳥以外の野生動物からの検出事例も確認さ

れていることから、年間を通してのウイルスの定着が危惧されています。

　豚熱については、平成 30年に国内で 26年振りに発生し、これまでに 79例の発生が確認さ

れています。野生イノシシでは本年 3月に山口県で感染事例が確認され、これに伴い飼養豚で

のワクチン接種推奨地域に島根県、広島県、山口県が追加され、国内でワクチン接種推奨地域で

はないのは北海道と九州のみになりました。

　本県としては特定家畜伝染病の防疫対策として、防護柵や防鳥ネットの設置の推進、海港に

おける消毒マットの設置、発生時の迅速な初動防疫体制の構築に尽力しておりますが、いずれ

の疾病であっても、発生予防の要となるのは飼養衛生管理基準の遵守を徹底することです。生

産者の皆様は今一度、自農場の衛生対策を再点検していただくようお願いします。

　新型コロナウイルス発生以降、下げ基調であった畜産物価格については、消費者需要の変化、

輸出拡大により回復傾向にあります。しかしながら、世界的な物流の混乱は依然として解消さ

れておらず、飼料価格、資材価格の高騰により、予断を許すことができない状況にあります。

　畜産業を取り巻く情勢は非常に厳しいものとなっておりますが、県では引き続き生産基盤の

強化、品質・収益性の向上、販売・流通戦略等による高付加価値化を柱として、これまで以上に

生産者の経営安定と所得向上に努めて参ります。

　今後とも、畜産振興や家畜衛生の推進に邁進

する所存ですので、なお一層のご支援ご協力を

お願いしてあいさつとさせていただきます。

新人紹介

注意 豚熱に警戒をお願いします！

大分家保

村上 敦哉

所属▶防疫検査班

出身地▶大分市

皆さまにごあいさつ

今年度から初めて家保に配属

されることとなりました。

生産者の皆様に寄り添いなが

ら、一緒に大分県の畜産を守り

育んでいけるよう努めていき

たいと思います。初めてのこと

が多くご不便をお掛けするこ

ともあるかと思いますが、何卒

よろしくお願いいたします。

宇佐家保

大矢 真里奈

所属▶防疫検査班

出身地▶東京都

皆さまにごあいさつ

今年度から新採用で宇佐家畜

保健衛生所に配属になりました。

慣れない土地での業務でご迷

惑をおかけするかもしれませ

んが、常に学ぶ姿勢を持ち、元

気よく日々精進していきます

ので、今後とも宜しくお願い

します。

養豚場 令和 4 年度に入っても茨城県で 2 事例発生しており、初発（平成 30 年 9 月）以降

全部で 79 事例、約 28 万頭（令和 4 年 4 月 28 日現在）が確認されています。

養豚農家の皆様におかれましては、飼養衛生管理基準を遵守するとともに、異状が確認

された場合には速やかに家畜保健衛生所への連絡をお願いいたします。

野生イノシシ（死亡・捕獲）

豚熱ワクチン

■近県情報（山口県）

令和 4 年 3 月に岩国市で豚熱感染個体が確認

されて以降、4 月 28 日までに合計 16 頭の感染

野生イノシシが確認されており増加中です（右図）

■大分県

令和 3 年 5 月〜令和 4 年 4 月 28 日まで、303 頭

の野生イノシシの豚熱検査を実施しましたが、全

て陰性でした。

現在、北海道及び九州（沖縄県除く）以外の全ての

都府県が、推奨地域として指定。

大分家畜保健衛生所 〒870-1153 大分市大字小野鶴字原 442 097-541-5241 097-542-0086

豊後大野家畜保健衛生所 〒879-7111 豊後大野市三重町赤嶺 2328-8 0974-22-0179 0974-22-7762

玖珠家畜保健衛生所 〒879-4414 玖珠郡玖珠町大字大隈 1038-1 0973-72-0313 0973-72-4674

宇佐家畜保健衛生所 〒879-1135 宇佐市大字和気 1290 0978-37-0473 0978-37-3110

家畜の病気等についての情報やご相談は
部　　　　　　　署 T E L F A X住　　　　　　　　所

山口県 HP より　  令和 4 年 4 月 28 日時点

（国土地理院の地理院地図をもとに山口県作成）
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所　長

里 　 秀 樹

所　長

芦 刈  美 穂

所　長

木 本  裕 嗣

令和 4 年度 職員配置
本年度も生産者の皆様と一緒に、畜産とまじめに向き合う職員をご紹介します！

ご紹介

5豊後大野
家畜保健
衛生所

（副主幹 庶務）

坂梨 成幸

（主査）

菅 正和

（次長 総括）

飯田 賢

（主任）

寺山 将平

（主査）

菅 正和

（次長 総括）

飯田 賢

（主任）

寺山 将平

（再雇用非常勤）

久々宮 仁三

（専門員）

手島 久智

（非常勤職員）

廣瀬 久美子

（主幹）

滝澤 亮

（課長補佐 総括）

河野 泰三

（主査）

河上 友

（主幹）

滝澤 亮

（課長補佐 総括）

河野 泰三

（主査）

河上 友

（技師）

汐月 貴紀

（再雇用非常勤）

御手洗 善郎

生産衛生班生産衛生班 防疫検査班防疫検査班

玖珠
家畜保健
衛生所

（主任）

池堂 智信

（副主幹 庶務）

後藤 弘美

（次長 総括）

倉原 貴美

（非常勤職員）

吉光穂波

（副主幹 庶務）

後藤 弘美

（次長 総括）

倉原 貴美

（非常勤職員）

吉光穂波

（技師）

後藤 政樹

（再雇用非常勤）

佐藤 文明

（専門員）

足立 高士

（再雇用非常勤）

井上 一之

（主任 育休中）

山崎 窓

（技師）

長島 尚史

（課長補佐 総括）

羽田野 昭

（技師）

長島 尚史

（課長補佐 総括）

羽田野 昭

生産衛生班生産衛生班 防疫検査班防疫検査班

宇佐
家畜保健
衛生所

（主任）

山中 恒星

（副主幹 庶務）

松岡 一美

（主査）

坂田 真友子

（主任）

山中 恒星

（副主幹 庶務）

松岡 一美

（主査）

坂田 真友子

（非常勤職員）

植弘 ルミ子

（次長 総括）

利光 昭彦

（主査）

吉田 史子

（主任）

手塚 渓

（主幹 総括）

佐藤 邦雄

（主任）

平島 慎也

（主任）

手塚 渓

（主幹 総括）

佐藤 邦雄

（主任）

平島 慎也

（技師）

大矢 真里奈

（再雇用非常勤）

長岡 健朗

生産衛生班生産衛生班 防疫検査班防疫検査班

畜産
振興課

（主幹）

中出 圭祐

（参事 総括）

尾形 長彦

（非常勤職員）

木下 正徳

（主幹）

中出 圭祐

（主任）

岡田 彰三

（主任）

岡田 彰三

（参事 総括）

尾形 長彦

（非常勤職員）

木下 正徳

衛生環境班衛生環境班

（非常勤職員）

野々下 雅彦

（主査 庶務）

河合 千尋

（主幹 総括）

人見 徹

（主任）

児玉 彬

（主幹 総括）

人見 徹

（主任）

児玉 彬

（再雇用非常勤）

吉田 周司

（非常勤職員）

末繁 和美

（主任 育休中）

池堂 萌果

生産衛生班生産衛生班

（専門員）

丸山 信明

（課長補佐 総括）

松井 英徳

（主任）

村上 敦哉

（専門員）

丸山 信明

（課長補佐 総括）

松井 英徳

（主任）

村上 敦哉

防疫検査班防疫検査班

衛生環境班
（副主幹 生化学担当）

安達 恭子

（主任 ウイルス担当）

榎園 秀平

（主査 ウイルス担当）

壁村 光恵

（部長）

堀 浩司

（主任 ウイルス担当）

林 拓己

（主任 ウイルス担当）

榎園 秀平

（主査 ウイルス担当）

壁村 光恵

（部長）

堀 浩司

（主任 ウイルス担当）

林 拓己

（副主幹 BSE 担当）

三宮 清実

（主任 細菌担当）

梅田 麻美

（主任 病理担当）

大木 万由子

病性鑑定部病性鑑定部

大分
家畜保健
衛生所

農林水産部参事監 兼

畜産振興課長

梅 木  英 伸

所　長

武 石  秀 一
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